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自閉症の子ども達： AAC（拡大・代替　　　コミュニケーション）導入について

自閉症児にとってAACはどのように見えるか
AACは受容的（理解しやすい）と表出性（コミュニケーション

する）を兼ね備えた視覚言語システムです。スケジュール、す

ることリスト等のような視覚支援は、自閉症の子ども達が彼

らの世界や変化、指示を理解することを助ける視覚入力方

法です。自分が話すことと言葉やシンボルを指差して組み合

わせる視覚入力方法は、自閉症児がより言葉を理解し、学

ぶことに繋がります。読み書きのできる自閉症の子ども達は

文字でのコミュニケーションを好むかもしれません。その場合

はシンプルな貼付できる付箋もAACツールになり得ます。前

述のように、AACは表出性言語です。絵カード交換コミュニ

ケーション（PECS）や、双方向のコミュニケーションボード、

会話補助装置、Eメール、インスタントメッセージ等が表出性

のAACとして挙げられますが、ほぼ全てのAACツールや機

器が表出性であり、また受容的でもあることがAACの非常

に重要な特筆すべき特徴です。

米国で発行されている、障がいを持つ子ども達や特別な医療ケアを必要とする子ども達の家族のための月刊誌、

Exceptional Parentの2008年4月号に掲載された記事を翻訳し、１３８号に続きその２をお送り致します。

ビッグマックやスーパートーカーなどのシンプルなコミュニケー

ション機器を自閉症の生徒へ提供した事例研究において、

生徒はコミュニケーションスキルの表現が著しく増加したこと

を示しました。生徒がそれぞれの作業をしている間、コミュニ

ケーション機器を生徒の机に直接設置しました。機器にはよ

く使用する言葉を簡単に録音しました：

「終わったよ」

「できたの見て！」

「手伝って」

「休憩したい」

コミュニケーションスキルの表現の向上に加えて、生徒に以

前あった不適切な問題行動も減少しました。

双方向コミュニケーション
コミュニケーションは2人以上の間で行われるやり取りです。

コミュニケーションの相手はAACの介入において不可欠で

す。最初のストーリーのアリシアと息子のニコラスにAACシ

ステムを入れてみましょう。

　まず、我 は々ニコラスがよくコミュニケーションする場所はどこ

か見極めます。母親のアリシアは、ニコラスの要求を満たせず、

アリシア自身の不満がたまる場所をいくつか特定します。ニコラ

スはよく外の庭で遊びたがります。庭へ繋がる裏のドアのとこ

ろでめそめそと泣いていて誰かがそれに気づいてドアを開ける

のがよくあるパターンです。そこで、1つの言葉が録音できるビッ

グマックやトーキングシンボルに「外に行きたいよ」と録音してお

き、裏のドアの近くにあるカウンター上に置いておきます。ニコラ

スが外に行きたくて泣き始めた時に、アリシアは「ニッキー、外

に行きたいの？」と、機器を指差し、実際に「外に行きたいよ。」

と押して聞かせました。2週間もしないうちにニコラスは機器を

使って外に行くお願いをできるようになってきています。

　キッチンもコミュニケーションを教え、またニコラスとアリシ

ア両方の不満を多く減らせる場所です。コミュニケーション

ボード（図1）にアリシアがニコラスに話すのに必要な言葉

とニコラスが答えるのに必要な言葉を準備しました。準備し

た語彙にはニコラスが好きな食べ物や彼が答える言葉、「手
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表1．自閉症とAACの特徴の合致について

自閉症 AAC
◦視覚刺激を好む ◦視覚媒体を使用する

◦�複合的な刺激の理解が困難 ◦�シンプルな方法から開始し、段階的

に複雑な刺激へ発展させることが

可能

◦運動計画が困難 ◦�必要な運動計画はシンプルである

◦周囲との交流が困難 ◦�コミュニケーションする相手との間で

緩衝材となり、橋渡し役となる

◦無生物への関心 ◦�コミュニケーションボード及び会話

補助装置を使用

◦問題行動がある ◦�要求が満たされることによって問題

行動に先手を打つことになる
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伝って」のようなお願い

をする言葉を含んでいま

す。またアリシアがニコラ

スに言うべき言葉も入っ

ています。このコミュニ

ケーションボードはボード

メーカーというシンボル

作成ソフトにて作成しまし

た。またアリシアはコミュ

ニケーションボードをカー

ド用紙にプリントアウトし、ラミネートし、アリシアとニコラスが

すぐに使えるように冷蔵庫へ貼りました。ニコラスがAACシ

ステムを使用し始めると彼の行動は向上し、アリシアは彼

女の家全体をAACで設計し、ニコラスがいつでも自発的に

機能的なシンボルコミュニケーションを使えるようにしました。

AACツールや機器は洗面所にも置き、身なりを整える時に

手伝いを呼べるようにし、就寝の時間には本を読んでもらう

際にコミュニケーションが取れるようにし、車の中ではニコラ

スが感じる変化を理解しやすいようにしました。ニコラスはコ

ミュニケーションのためにAACツールや機器をどんどん使うよ

うになってきています。アリシアはAACがニコラスのコミュニ

ケーションと学びの可能性の窓を開けたと感じました。

最後に
AAC導入の成功の鍵を持つのは、コミュニケーションパート

ナーの深い関与と力量です。AACを使ったコミュニケーショ

ンの発達を支えるのは以下の原則が非常に重要です。

＊�子どもの知力が高く、理解力があり、コミュニケーションが
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図1．コミュニケーションボード

可能だと考えます。

＊�話す言葉と、コミュニケーションボード、コミュニケーション

機器の絵やシンボルをいつも合わせます。

＊�AACを使って自然に子どもに話しかけ、子どもに考える時

間を与えて、答えを待ちましょう。AACを一度に連続して使

うのは最小限にしましょう。

＊�AAC機器を子どもへのクイズやドリルに使用するのは止め

て下さい。

＊�子どもへコミュニケーションするプレッシャーを与えないで下

さい。子どもを励まし、忍耐強く見守ります。

＊�子どもが知らないかもしれない言葉もAAC機器に入れるよ

うにします。AACはコミュニケーションを発達させる助けに

なります。

＊�AACツールや機器を子どもの声や耳として考えて下さい。

どの場所においても子どもがAACツールやAAC機器を使

えるようにして下さい。

＊�あきらめないで下さい。新しい言葉を教えています。時間が

かかります。


